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北信地域における補修を必要とする橋梁点検調査

永藤壽宮

A Survey of the Bridges That Needs Maintenance in Hokusin-Area

Toshimiya NAGATO

ItiSgenerallyproposedtosetaim200yearsasspanoffatiguedesign.ItisSignificantto

keepthegoodconditionofbridgeforalongtime.

ThisStudyinvestigatespresentinspectionofchargeandmaintenance.Weexperimentabout

someexamples0factllalbridgesWithacrack.WereporttheseresearchesinHokusinarea.
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1.はじめに

橋梁等の構造物は.建設されると使用されるよう

になり.その年月と共に老朽化してゆくものである.

そして.使用期間中に作用する荷重の増大.局囲の

環境変化の影響による構造部材の品質の低下等に

より.その構造物の寿命は著しく変化するものであ

る.しかし.その寿命は欠陥や変状がその橋梁にと

って致命的になる前に発見し.適切な補修を行えば.

大幅な長寿命化が可能となる.

最近,疲労設計における寿命の設定として.200

年を目標に置くことが提案されている.長寿命橋梁

を実現することは社会的にも経済的にも有意義な

事である.

本研究では現在補修が必要な橋梁を.北信 (長野

県北部)地域内を対象に.長野県土木部や北信地

域の関係市町村などの関係部署の基礎資料を参考

に外観調査を行なった.

2.維持管理の概要

維持管理は.点検と補修とに分けられる.両者の

作業の流れは図1に示す様に先ず点検(通常.特別.

異常時点検)を行い.それにより変状の有無.補修

の必要.不必要を判断する.

3.点検

3-1概要

(1)橋梁損傷等の異常の発見

(2)安全で円滑な交通確保の問題点の把握

(3)橋梁及びその橋梁下の不法占用等の調査及び

指導.取り締まり等

図-1維持管理の作業手順

*長野工業高等専門学校環境都市工学科助教授
原稿受付 1999年 10月29日
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4.補修工法

4-1RC床版
(1)疲労破壊-繰り返し荷重による破壊.

床版下面にクラックが入り.それが床版上

面に貫通しながら次第に網目状にまで発展

して抜け落ちる場合がある.

4-2弟棟

(1)鋼橋部材の維持修繕

鋼橋の主要な部材に異常が生じた場合は.

橋梁の崩壊につながる可能性もあるので早

急な対応を必要とする.

4-3 コンクリー ト棟

(1)コンクリート横部材の維持修繕

コンクリート橋に現れる異常には.ひびわ

れ.剥離.鉄筋露出.豆板.漏水などがある.

ひびわれの原因としては.アルカリ骨材反応,

鉄筋量の不足.コンクリートの強度不足.断

面不足.鉄筋の腐食膨乱 自動車荷重の増大

等が考えられる.

4-4伸嶺装置

(1)伸縮装置の維持修繕

伸緒装置は輪荷重の衝撃を直接繰り返し

受けるため,最も損傷しやすい部材であり.

また補強が困難でもある.従って,損傷箇所

を発見した場合には.早期に補修する必要が

ある.

4-5支東部

(1) 支東部の維持修繕

支承は.橋梁の上部工と下部工をつなぐ重

要な部分である.このため.支東には,ごみ

や.異物が入らないよう.また錆が発生しな

いよう日常の管理を行なわければならない.

4-6下部構造

(1)基礎の維持修繕

橋脚.橋台の損傷には.その躯体の異常と

基礎の異常とがあり多くの場合が,基礎の異

常によって発生している.

(2)橋脚.橋台の躯体の維持修繕

橋脚,橋台の躯体は,上部工と基礎の間に

あり.上部工の荷重増加や基礎の異常による

影響を受けやすい.

5.塗装

鋼橋の塗装は.部材の保全と美観のために行うが.

年月の経過と共に劣化し.変質.変色,割れ,ふく

れ,はがれが生じ表面に錆が生じてくる.そのため.

塗装が当初の横能を保っているかを点検し,必要に

応じて塗り替えを実施しなければならない.

6.アルカリ骨材反応

アルカリ骨材反応とは.セメント中に含まれて

いるアルカリ分と骨材中のある種の反応成分が.化

学反応を起こし.コンクリートに有害な膨張を生ず

る現象をいう.

アルカリシリカ反応による外観上の変状は,ひび

割れ.膨張による構造物の変形.傾斜,移動及び目

地部のずれ.膨張の拘束による目地部の破壊.ゲル

の浸出などである.

7.炭酸化 (中性化)

老朽化した橋梁によく白い氷柱状のものがみら

れるが,これは炭酸カルシウム(CaCO3)である.
これは.セメントの水和によって生じた水酸化カル

シウム(Ca(0江)2)が空気中の二酸化炭素 (CO2)と
化合し.炭酸カルシウムに変化する現象であり炭酸

化 (carbonation)という.これは.セメント硬化
体に二酸化炭素が作用し.これが孔隔水容液中に溶

け込み.次式に従って水酸化カルシウム

と反応するものである.

Ca(OH)2+CO2-CaCO3'H20
孔隔水溶液は初めは強アルカリ性であるから.生

成する炭酸カルシウムは固体として析出する.この

ためカルシウムイオン (Ca2+)の濃度が低下する

ので.水和により生成していた固体の水酸化カルシ

ウムは.濃度低下分だけ,孔隔水溶液中に醇解する.

以上の過程が繰り返されて.二酸化炭素によるセ

メント硬化体の炭酸化が進行するこのために孔隔

水のphが低下するので中性化とも呼ばれている.

コンクリートが中性化すると鉄筋が活性状態とな

り,腐食しやすくなる.したがって.コンクリート

練りまぜ時におけるコンクリート中の塩化物の含

有量はRC示方書で制限されている.また中性化を

防ぐ一般的な方法としてはかぶりを大きくするな

どである.

次に北信地域の補修を必要とする橋梁の中で実

例を挙げて考察してみることにする.

8.橋梁実例とその考轟
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8-1市川桶における現況調査

(1)はじめに

写真 1本橋は.国道403号線に昭和48年に建設され

た.連続ばり方式のPCコンクリ-ト橋である.

(2)概観調査

写真2は歩道部分の写真である.これを見ると歩

道部分にひび割れが生じており.このひび割れから

雨水などが浸透 して腐食を生 じさせる恐れがある

と考えられる.

写其3はアスファルト損傷部を写した写真でる.

右側のアスファルト損傷部は.自動車などの走行に

よって継ぎ手部が損傷し,それにより道路側のアス

ファルト舗装部も曲げ破壊が生じ.損傷 したと考え

られる.また,このアスファル ト損傷部に雨水など

が浸透して.腐食を生じさせる恐れがあると推測で

きる,

写其 4は支東部の支持コンクリートにひび割れ

が生じている写真である.このひび割れは.支東支

持コンクリー トを施工する際に橋台との付着作業

が不充分であったため.支索支持コンクリートと橋

台との間に隙間ができ.伸縮.圧縮その他として凍

蘇.融解などによりひび割れが生じたと考えられる

8-2落合楠における現況神主

(1)はじめに

写其5本橋は.昭和 41年に建設された活荷玉合

成桁のゲルバー橋である.

(2)概観調査

写真6では.ゲルバーのヒンジ部のボルトが抜け

ている.これは.雨水によってボルトがさび.抜け

たと考えられる.

写其7は.橋のウェブを写した.この写某を見る

とウェブが変形していることが確認できる.この変

形したウェブは,もともと3本主桁で構成されてい

たが,後から歩道橋用に桁を 1本付属させたため.

付属させた主桁のほうにねじれモーメントがウェ

ブに作用し.ウェブが屈曲したと考えられる.

8-3米持補における現況調査

(1)はじめに

写真 8で本橋は.昭和 37年に施工され.今は通行

止めになっている.単純ばり方式の鉄筋コンクリー

トTげた橋である.

(2)概観調査

写其9は.橋脚部分の写真で.写真の橋脚部手前

2番目の橋脚が.洪水により橋脚の土台が洗掘され

て沈下している.

γ月 日=ま.上記で述べた橋脚の真上のアスフアル

写真1 市川稀

写真2 歩道部ひび割れ

写真3 華道部ひび割れ

写真4 支東部支持コンクリートひび割れ

写真5 落合積

41
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ト舗装部の写真である.橋脚の土台の沈下により

アスファルト部分にも損傷が見られる.

写真 11は.橋台と床版との間に仮補工してある.

これも.橋脚の沈下により.宋版にこれ以上破壊さ

せないために仮保工している.

写真6 ゲルバーのヒンジ部

写真7 ウェブ屈曲部

写真8 米持積

写真9 禰脚土台部沈下

写真11 仮保工

8-4夜間瀬棟における現況調査

(1)はじめに

写真 12 本橋は.昭和 51年9月に下高井郡山ノ

内町に建設されたPC連続梁橋で.横長 141m.有

効幅員 14.8mである.

(2)概観調査

写真 13は.下から撮ったものですが.コンクリー

トにひび割れが生じていたので.平成6年に.その

ひび割れに対してコンクリートを注入し.且水ぬき

孔を配置した.コンクリート表面には.特殊な防水

逸封を.漁布する補修工事が.なされていた.

写井 14 その防水塗料というのは.外からの雨

水は.外に排水することができる塗料を塗布しまし

たが月日の経過とともに.塗料が油と分離してコン

クリート面と塗装面との間に充満し.ところどころ

敬れて油が下に落ちていました.

漁装材料についても改善の余地があると考えら

れる.

写英 15 不静定連続梁で橋台部が不等沈下を起

こしてクラックを生じています.その沈下により付

加モーメントを生じ.設計モーメントよりも過剰な

モーメントが生じたため.さらなるクラックの発生

原因になる可能性が大きいと思われる.

当初融解凍結が主原因と考えられましたが.下

部工下の基礎工の施工不十分という要素も大きく

考えられると推測される.

早急に橋台補体工事が必賓であると考えられる.
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写真12 夜間瀬禰

写真 13 積下面状況

写真 14 防水重科の変化

写真 15 構台郎ひび割れ

815中央棟における現況調査

(1)はじめに

写斑 16 本橋は昭和 31年4月に厳山市に建設

(tれ1-ランガー桁橋で.橋長は364m.有効復員は
6.7mである.

(2)槻税調糞

jJ･苅 17 度朽化によるものや,排水溝に含まれ

る軸留別や排水惟からの排水が浸透して凍結融解

のはり適い よ って橋脚のコンクリート土台その
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ものが損傷されているのが観察された.

写真 18 コンクリート床版が.経年変化ととも

に自動車の走行荷重の繰り返し荷重によりひび割

れが拡散されていることが.観察された.

写真 16 中央棟

写真 17 稀脚部損傷

写真 18 コンクリート床版郎ひび割れ

8-6鳥居川補における現況調査

(1)はじめに

写真 19本橋の完成年月日は.不明であるがコン

クリート床版単純梁橋で.橋長 19m.幅員 4.5mで

ある.

(2)概観調査

写真 20 防護柵に対するメンテナンスが悪く.

防錆塗料を定期的に塗布 しなかったため.さびが生

じ破損してしまっていた.

写共 21 コンクリートが老朽化して.橋台に定

着されていたガードレールが欠落.損傷 しているの

が観察された.

写其 22 老朽化によって地榎にひび割れが生じ,
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一部欠落してしまっているのが観察された.

町道なので交通量が多くないので.一時的には地覆

と高欄の補修工事が必要である.実際振動試験を行

って剛性を見ないとわからないが.危険な状態に入

っている可能性があると考えられる.

写真 19 鳥居川積

写x21 ガードレール欠落

8-7赤坂棟における現況調査

(1)はじめに

写真 23 本橋は昭和 31年5月に姐放された曲

弦 トラス橋で,橋長202m.有効幅員5.5mである.

(2)概観調査

写真 24 落橋防止用ボ ル トとコンクリートの付

着がしっかりしていなかったのと老朽化が進んだ

ため.コンクリートが破損しボルトが剥き出しにな

ってしまったのだと考えられる.

写井 25 橋台の基礎が不等沈下したため,支東

張出部にせん断力及び曲げモーメントが生じたた

め.ひび割れが生じたと考えられる.

写真23 赤坂稀

写真24 薄稀防止用ボルト損傷

写真 25 構台損傷

8-8その他の橘における現況調査

(1)鳥居橋

単純ばりのコンクリートT桁橋であり.舗装部分が

コンクリートで舗装されていて.自動車などの走行荷

重によって生じていた.また.長年にわたる自動車な

どの走行や融雪剤などによりコンクリート舗装部が

全体的に老朽化していた.

(2)村山備

単純ばりのトラス橋で 防錆塗料を定期的にぬっ

ていなかったため.各々の鉄筋部材に錆が生じていた

(3)星川橋

単純ばりT桁橋で,上部コンクリートや支承など

の老朽化が進んでいた.また.舗装コンクリートの伸

縮継ぎ手部に破損が生じており.高欄部分においても

ひび割れが生じていた.
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(4)川橋403号線

コンクリートT桁橋で.基礎をしっかり施工して

いなかったため土台が沈下し.曲げやせん断の力が生

じたため.橋脚部分に縦のひびわれが観察された.

(5)鮎川橋インタ一線

プレートガーダー橋で,防錆塗料を定期的に塗付

しなかったため主桁が錆付いているのが確認できた.

また.継ぎ手部に対する施工が良くなかったため.そ

の継ぎ手部から雨水や融雪剤が流入し.地覆が破損し

ていることが観察できた.

(6)篠ノ井橋

本橋の完成年月日は不明ですが.横長 168.6m.
有効幅員9mである.

雨水の浸透によりコンクリートが夙化し.クラックの

拡散の原因となった.

(7)小布施橋

本橋は昭和43年3月に建設されたトラス橋で.
橋長960.3m,有効幅員7mである.
風化により.橋脚部分にひび割れが生じているの

が観察された.

(8)湯滝橋

本橋は昭和39年10月に建設された曲弦 トラス橋
で.横長153.0m.有効幅員7mである.
コンクリート支東部に.腐食が生じていた.

(9)柏尾橋

本橋は昭和37年12月に建設されたトラス橋で,
横長243.0m.有効幅員7.5mである.
防錆剤を定期的に塗布しなかったため.防護柵に

錆が生じていたし.一部破損してしまっているのが.

観察された.

(10)裾花穂

本橋の完成年月日は不明ですが,橋長 40.6m.

有効幅員5.5mである.

下部工の基礎部分が風化により.ひび割れを生じて

いるのが観察された.

(ll)柳平橋

本橋の完成年月日は不明だが.アーチ型の鉄筋コ

ンクリート橋である.

アーチ橋の単部と単純支持された床版部分が.腐食

しているのが観察された.また支承部が浸透水によ

りコンクリート表面が白っぽくなっており.また支

乗の腐食により赤褐色に色ずいているのが観察さ

れた.
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9.結果と考察

これらの橋梁をまとめて表 1に示す.表 1に示す

I～Ⅳまでの損傷度判定標準は.道路保全技術セン
ターによる耐荷力照査実施要項に定められている

もので以下に準じている.

ト∴∵

損傷が著しく交通の安全確保の支障となるおそ

れがある.

Ⅰ-
損傷が大きく.詳細調査を実施し補修するかどう

かの検討を行う必要がある.

Ⅲ-･
損傷が認められ.追跡調査を行う必要がある.

Ⅳ-
損傷が認められ.その程度を記録する必要がある.

OK･･･

点検の結果から.損傷は認められない.

の5項目からなる.

補修のきっかけとなる点検は目視調査で行われ

ており.目視調査を行う人の経験などで個人差が生

じ.それが調査結果として表れる可能性が大きい.

そこで現在画像処理による結果を元に補修の必

秦.不必要を判断する方法が新たな点検方法として

使用され始めている.

長野県全体の橋梁を調査した上でデータベース

を作成し.経輸的に行われている補修作業の一つ一

つの要素を確立させ.構造物の補修というものを体

系化させることを目指していきたい.
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表l 橋梁点検調査表

整哩香早 路線名 積染名 横長 有効幅負 完成年月 判定 軽■ゝ∩判定 対策エ法案
上部 高棉 防捷柵 也覆 演装 秩汰装置 点検慕置 下部 支辛 悼揺装置 薄樵防止
鍋㌶ 氏版 鋼 琵:義荏

ー須坂インタ一線 舶川棟 54.8 5.5 昭和34年3月 000000 0 0 0 0 Ⅳ 0 0 0 0Ⅳ
2403号 鮎川桔 45_3 12.0 昭和39年10月 0 Ⅲ00 0 0 00000 0 Ⅱ 0 0 Ⅱ 上辞M迂(その他)

3403号 市川楕 70.2 ー2.0 昭和48年7月 000 0 0 000 00 0 0 Ⅱ 0 0 Ⅱ 王手(その他)

4403号 井上拾遺格 4 25.6 平成 5年3月 000 0000 0 0 0 0000 0 Ⅱ
5403号 中央梼 364 6.7 昭和31年4月 0 0 0 0 00000 0Ⅲ00 0 0 Ⅲ 8tP牡馬88的♯4

6犀口下居返線 篠ノ井跨捜 168.6 9,0 昭和00年00月 000 0 0 000 0000Ⅲ0 0 Ⅲ 支禾d!モルタルの打ちVえ

7上野甫志X公薗線 小布施桔 960.3 7.0 昭和43年3月 000 0 0Ⅳ 0 0 0 4 0 0 0 0 0Ⅳ
8野沢上境停車場捜 湯潅拝 153 7.0 昭和39年10月 000 0 0 0-000 0 Ⅲ0000 Ⅲ 榊 裳tJM 防止叢tの世t.#P桂馬8B的書す
9柏尾戸狩停車場線 柏尾揺 243 7.5 昭和37年12月 Ⅳ 000Ⅲ0000 0 0 0 Ⅱ Ⅱ 0 Ⅱ 主桁.主群鳥88的書す,防tla全長の♯社

10長野倍濃緑 鳥居川橋 19 4.5 昭和00年00月 0 Ⅱ Ⅲ 0000未0~0 0 0 0 0 0 Ⅱ 上心事正(その他).民放(その他)

ll長野.豊野線 鳥居凍 26 5.5 昭和31年8月 0000000乗00 Ⅲ0000 Ⅱ 下部エ立体(その他)
12松代篠ノ井線 赤坂橋 202 5.5 昭和31年5月 0 0Ⅲ0000 朱 000 0 Ⅱ00 Ⅱ 床EE(その他).支手兵コンクリ-トの書tL

13292号 夜間渡橋 141 ー4.8 昭和51年9月 000 00000 0 000Ⅱ0 0 Ⅱ. 文集(その他)

14宮村蕩田中停車場 星川梼 96.2 8.5 昭和42年12月 0Ⅳ 0000 0000 0 0Ⅱ0 0 Ⅱ【 文集(その他)

15406号 裾花椿 40.6 5.5 昭和00年00月 0 0 0 0000 未 000Ⅳ 0 未0Ⅳ
16406号 村山橋 814.2 5.5 昭和00年00月 0 0 0 000 0 未0 000 Ⅱ 未 朱 Ⅱ 文集(その他)

17長野菅平繰 落合楕 948ー3 12.5 昭和41年10月 0 0000 0 0 0000 0 Ⅲ 0 0 Ⅲ 支兼生コンクリートの拝tl

18 米持. 昭和00年00月 0 0 000000 0 Ⅰ I Ⅰ0 0 0 I
19 柳平 昭和00年00月 0Ⅱ0Ⅳ00 000000 000 Ⅳ

浄
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船
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北信地域における補修を必要とする橋梁点検調査
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